











































































萌芽期 形成期 発展期 解体期
重商主義政策 第1次産業革命 自由主義政策 世紀末大不況
第二段階=福祉国家型資本主義の形成、確立、変容
萌芽期 形成期 発展期 解体期
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サービス残業 ⇒ 多能工形成 系 列
[生産点] １次サプライヤーの絞込み・








企 業 別 労 働 組 合 輸出拡大
帰属性 ↓
協調→生産性向上への協力 生産拡大
↓
非正規雇用による雇用調整 雇用安定の維持
　日本型経営・日本的生産システム（大企業）
2009/12/16 10宮嵜 晃臣
質問3．Ｐ６ 「解雇規制の撤廃」をめぐって
派遣労働の原則自由化に象徴される「労働市場の構造改革」は失
業者と現役労働者との境界を不明確にし，半失業者（半就業者）
を積極的に活用する政策にほかならない。
労働市場の構造改革は長期雇用が維持できなくなった経営側が政
府、当時の主流派経済学と一体になって、雇用の流動化をひた
すら進めたことで、これほどの含みはなかったのでは？
「確かに規制緩和が派遣社員を増やしはしたが、不況下で派遣業
がなければリストラされた労働者や就業できなかった新規学卒
者は失業者になっていたはずである。派遣社員が増えたことで、
正社員との間の格差は拡大したが、失業者はその分減ったこと
により格差は縮小したともいえる。むしろ、格差拡大を引き起こし
たのは正社員に対する解雇規制が残されたまま、派遣社員の規
制緩和が進んだことにある」（大竹文雄[2006]、「『格差はいけな
い』の不毛」、『論座』（朝日新聞社）2006年4月号、107ページ）
半失業者（半就業者）を積極的に活用するというのでは、大竹らが
主張する「解雇規制の撤廃」も必要なくなるのでは？
2009/12/16 11宮嵜 晃臣
質問4．Ｐ11今日の貧困への対抗をめぐって
企業の社会的責任を追及する手は？
企業の社会的責任は環境保全より、地域貢献より雇
用を守ることの方が大きいはず。雇用を守ってこそ
の地域貢献だと思われる。
リーマンショックは米主導のグローバル資本主義に
限界を画し、政権も交代し、新古典派経済学にもそ
の限界が露呈することになった。しかし、アメリカ流
の株主資本価値の最大化に舵を切った日本の企
業経営には変化の兆候がない。企業の社会的責任
を自覚するために、正社員比率の高い企業には減
税措置をとってもいいのでは？
2009/12/16 12宮嵜 晃臣
